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研究概要 

漢方医学は、中医学をベースとして日本で独自に発展してきた伝統医学の一つであり、西洋医学が中心

の現代においても、臨床の場において広く使用されている。一方で、漢方医学を取り巻く現状は年々厳

しさを増している。例えば、漢方薬は長年使用してきた経験により、現代でもその利用が継続されてい

る訳ではあるが、時代的要請により、薬効・適応に関する科学的エビデンスを示す必要性が次第に強ま

っている。しかしながら、漢方薬は複雑な混合物が、生体の様々な複雑機構を介して作用していること

から、要素還元主義的傾向の強い西洋医学との相性が悪く、今までのアプローチでは、その薬効・適応

を明らかにすることは困難であった。本研究では、漢方薬投与による生体側の変化を、代謝という「複

雑系」による生体反応で理解することで、漢方医学の適応について科学的に検証し、将来的な論理的基

盤の構築を目指すことを目標とする。具体的には、漢方薬を投与したモデル動物において、各種臓器で

の質量分析計を使ったメタボロミクス解析を行うことで、特徴的な代謝物の変化（代謝シグニチャー）

がどういった臓器に現れるか検証する。これらは、言うならば、「体質」という複雑系を「代謝」とい

う複雑系のアウトプットで客観的に理解する試みであり、将来に向けた「証」の客観的検証に貢献でき

ると考える。 

 

成果要約 

漢方薬 Xを投与した動物実験モデルを作成し、骨格筋、肝臓、腎臓、心臓など各種臓器を摘出した。こ

れらから、代謝物を抽出し、LC/MS（Liquid Chromatography-Mass spectrometry）もしくは GC/MS（Gas 

Chromatography-Mass spectrometry）にて測定した（本研究で用いた様々なメタボロミクスの測定系に

ついては、一部を論文として報告した(Yalu et al. 2018)）。肝臓においては、GC/MS を用いた解析で

53種類の代謝物を同定することができた。それらのうちで、5種類の代謝物が、漢方薬 X投与群におい

て、有意に変動していた。特に、グルタミン酸、ヒドロキシピリジン、キサントトキシンは漢方投与群

で上昇が認められた。これらは漢方の成分が直接検出されたというより、生体内での変化を通して上昇

したと考えられる。また、LC/MS による網羅的な解析では、200 種類以上の代謝成分が検出された。残

念ながら、これらのほとんどは具体的な代謝物名は同定できていないが、これらデータを用いた主成分

分析では、漢方薬投与群はコントロールと比較し明らかな代謝シグニチャーの違いを検出できた。今後、

様々な臓器での解析や異なる漢方薬を用いて、漢方薬ごとの臓的特異的な代謝シグニチャーの違いを検

討していいきたいと考えている。最後に、本研究を遂行するにあたり、助成を賜りました公益財団法人

富山第一銀行奨学財団に心より感謝申し上げます。 
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